
         
 

 

 

 

八代市では、教育の情報化に力を入れており、市内の 

小・中・特別支援学校には電子黒板や大型ＴＶをはじめ 

さまざまなＩＣＴ機器が導入されています。 

さらにタブレット型ＰＣの導入もすすんで「一人一

台」の環境が整い、授業でも活用しています。合言葉は、 

「いつも（Ｉ）・ちょっと（Ｃ）・つかう（Ｔ）」です。 

黒板とチョークの教室のイメージは、今どきはだいぶ

様変わりをしています。授業も先生が主体の「教える授

業」から、児童が主体となって「調べ・考え・対話する

授業」へと改善が求められています。 

 子どもたちが歩んでいくこれからの時代は、言葉を話

したり、お箸を使ったりするのと同様に、生活のさまざ

まな場面においてＩＣＴを活用することが当たり前に

なっているのかもしれません。 

子どもたちに、しっかりとＩＣＴを活用する力を身 

に付けたいと思います。 

  

 
校長住宅に帰る途中、ヒメジョオン〔姫汝苑〕の 

花にしがみつくように蝉の抜け殻を見つけました。 
日暮れには「カナカナ」と蝉
の声が谷合に響きます。 

子供たちいわく「ヒグラシ
が鳴くからもうすぐ梅雨も
終わりかな？」とのこと・・・ 

初めて知りました！なん
とも素敵な初夏の情景‼ 

 

今年度から、熊本県や八代市で行われていた童話

発表会は中止となりましたが、校内童話発表会は、

これまで通り実施することにしました。 

瑠華さんは「ともだちの木」（作：森山 京）を 

麟くんは「あいつもともだち」（作：内田 麟太郎）を

それぞれ発表しました。 

 当日は、地域の皆さんも多数来校いただきました。

 朝から「今日は楽しみです」と言っていた麟くん

は、落ち着いて見事に発表できました。瑠華さんは、

「これまでで一番緊張しました。」と、終ってホッと

した様子です。地域の方々に参加していただき、子

供たちにもいい経験になりました。そして、なによ

り自信にもつながったのではないかと思います。 

泉八小では、毎日、昼休みに「音読」に 
取り組んでいます。13:00～13:30 の間、
子供たちの音読を聴いて、ほめるだけ！ 

そんな「チョこっとボランティア」が 
「チョボラ」です！ 

校長室でお茶でも飲みながら、「集いの
場」にしませんか？ 詳しくは学校又は、
高尾留美（地域コーディネーター）さんに！ 

 

求む！ 「チョボラ」


